
<主な内容>

9自書日､防災の日用p2-3
(いざという時の準備は大丈夫ですか?)

国民健康保険脱糎と納税のお紬らせ･･･ P4 - 5

区長会議開催(平成17諏区絵･区長会絵) ･ ･ ･ P e

介護保険係からのお知らせ川P 8

(写真:第一幼稚園『夏まつり』より)
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●
災
害
時
の
｢
自
助
｣
｢
共
助
｣

戦
後
最
大
の
被
害
と
な
っ
た
平

成
七
年
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
｡

こ
の
震
災
で
は
､
6
千
人
を
超
え

る
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
一
方
､
人

と
人
と
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
､

多
く
の
人
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
震
災
の
な
か
で
､
私
た
ち
が

教
訓
と
し
て
学
ん
だ
の
は
､
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
　
｢
自
助
｣
　
の

大
切
さ
､
そ
し
て
､
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
､
人
と
人
と

が
助
け
合
う
　
｢
共
助
｣
　
の
大
切
さ

で
す
｡
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
､

救
助
さ
れ
た
3
万
5
千
人
の
う
ち

2
万
7
千
人
が
､
家
族
や
近
隣
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
人
と
人
と
の

助
け
合
い
は
､
救
助
だ
け
で
な
く
､

火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消

火
活
動
､
ま
た
､
被
災
後
の
生
活

で
も
重
要
に
な
り
ま
す
｡
い
ざ
と

い
う
時
､
こ
う
し
た
　
｢
共
助
｣
　
の

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
､
日
ご

ろ
か
ら
地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
っ

(
9
月
〇
日
)

た
防
災
活
動
を
行
い
､
地
域
の
防

災
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
｡

●
一
人
一
人
の

防
災
力
を
高
め
る

災
害
時
に
助
け
合
う
た
め
に
は
､

ま
ず
､
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が

大
前
提
で
す
｡
い
ざ
と
い
う
時
､

自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
で
き
る

行
動
が
と
れ
る
か
｡
家
具
の
転
倒

や
落
下
物
で
け
が
を
し
な
い
よ
う

家
具
を
固
定
す
る
な
ど
の
防
止
対

策
を
し
て
い
る
か
｡
安
全
に
避
難

場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
か
｡

家
族
と
の
連
絡
手
段
は
確
保
し
て

い
る
か
｡
食
料
や
水
な
ど
当
面
の

避
難
生
活
に
必
要
な
物
は
備
蓄
し

て
い
る
か
､
緊
急
時
､
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
音
｡
一
人
一
人
が
地
震
に
対
す

る
意
識
と
知
識
を
も
ち
､
い
ざ
と

い
う
と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
､

防
災
力
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
｡

そ
れ
は
､
個
々
の
家
庭
を
地
震
に

強
く
す
る
だ
け
で
な
く
､
地
域
全

体
の
防
災
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
｡



●家具の転倒防止をしているか

本棚やたんすなどの家具は転例しないよ

う､し字型金具などを使ってしっかり留め

ておきましょう｡食器棚などのガラスには､

ガラス飛散防止フイルムを張っておきましょ

う｡また､寝ているときに棚が倒れてきた

り､上に置いたものが落ちてきたりしない

よう､家具の配置を工夫しましょう｡

｣字型金具で固定

ガラス飛散防止フイルム

●家の耐震性は大丈夫か

阪神･淡路大震災では､約10万5千棟の

住宅が全壊､約14万4子株が半壊｡また､こ

の震災で亡くなった人の約8割が住宅の倒壊

によって亡くなったものと推定されていま

す｡日ごろからわが家の耐震性を点検し､

補強工事を施すなど　地震に強い家にして

おきましょう｡自治体によっては住宅の耐

震診断を無料で行っています｡不安のある

方はぜひ相談してみましょう｡

■

●｢非常持ち出し袋｣を備えているか

いざというとき,避難生活に必要となる

ものをすぐに持ち出せるよう､ ｣つにまと

めておきましょう｡

●家の周囲は安全か

地震でブロック塀や石塀が倒壊し,下敷

きになった人が亡くなったケ-スもありま

す｡ブロック塀などがある場合は施工に欠

陥がないかを確認し､ぐらつきやひび割れ､

傾きなどがないか点検を｡必要に応じて補

強しておきましょう｡また､プロパンガス

のボンベがある場合は.しっかりと固定を｡
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日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国

1
9
9
4
年
か
ら
2
0
0
3
年
に
世

界
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
以

上
の
地
震
回
数
の
う
ち
､
2
2
･
9
%
が

日
本
で
発
生
し
て
い
ま
す
｡
日
本
で
地

震
が
発
生
し
や
す
い
の
は
､
日
本
列
島

が
太
平
洋
､
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
､
北
ア
メ

リ
カ
､
ユ
-
ラ
ン
ア
の
い
く
つ
も
の
プ

レ
-
ト
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う

地
理
的
な
条
件
に
よ
る
も
の
で
す
｡
プ

レ
-
ト
は
い
わ
ば
地
球
を
覆
う
殻
の
よ

う
な
も
の
で
､
そ
れ
ぞ
れ
が
地
球
の
表

面
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
移
動
し
て
い

ま
す
｡
こ
の
た
め
､
海
側
の
プ
レ
-
ト

が
陸
地
側
の
プ
レ
-
ト
と
ぶ
つ
か
り
､

そ
の
下
に
沈
み
込
み
ま
す
｡
こ
の
と
き
､

陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
先
鞘
も
と
も
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
て
ひ
ず
み
が
た
ま
り
ま

す
｡
こ
の
ひ
ず
み
が
限
界
に
達
し
､
陸

地
の
プ
レ
-
ト
の
先
端
が
跳
ね
上
が
る

と
き
に
､
地
震
が
発
生
し
ま
す
｡
プ
レ
-

ト
境
界
で
起
こ
る
地
震
は
､
地
震
の
中

で
も
規
模
が
大
き
く
､
地
震
に
よ
っ
て

深
い
海
の
底
を
上
下
に
動
か
す
た
め
､

大
津
波
も
発
生
し
や
す
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
こ
う
し
た
プ
レ
-

ト
運
動
に
よ
っ
て
､
陸
側
の
プ
レ
-
ト

内
部
に
は
力
が
か
か
り
､
プ
レ
-
ト
の

弱
い
部
分
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
で
地
震

が
発
生
し
ま
す
｡
こ
の
弱
い
部
分
で
､

過
去
･
将
来
も
含
め
､
繰
り
返
し
地
麓

が
発
生
し
て
い
る
も
の
を
活
断
層
と
呼

び
ま
す
｡
日
本
で
は
､
確
認
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
も
約
2
千
か
所
の
活
断
層
が

あ
り
ま
す
｡



区　分

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

限度額

国民健康保険税の税率
課　税　区　分　の　内　容

前年の所得に応じて計算

今年度の固定資産税額に応じて計算

被保険者の人数に応じて計算

1世帯当たりの定額

算出額が限度額を超える場合は限度額

基礎分　　　　介護分

7.了6%　　　　　　0　66%

50. 00%　　　　　　5. 60%

23, 000円　　　　　了, 500円

28, 000円　　　　　4. 600円

530, 000円　　　　80, 000円

介護分は. 40歳以上65歳未満の被保険者が対象になり±す｡

国民健康保険税の算出方法
囲河内太郎さんの世帯の場合　世帯主三河内太郎45歳(平成15年中の所得150万円､平成16年度固定資産税

額5万円)､妻二河内花子42歳,子三河内｣郎18歳(学生)

区　分　　　　　説　　　明　　　　　　　　基　　礎　　分　　　　　　　介　　護　　分

所得割額　150万円-33万円(基礎控除) 117万円×　了.了6%こ90,了92円

資産割額i　　　　　　5万円　　　　　　　　5万円×50. 00%こ25, 000円

均等割頼,　　　　　　　　　　　　　　　　23, 000円×3人二69, 000円

平等割額　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28,000円

合計額l　それぞれ100円未満切捨て　　　　　　　　　　　212,了00円
∴∴ ∴SSSSSSSO

平成1了年度国民健康保険税額　242, 800円

11了万円×0. 66%-7,了20円

5万円×5. 60%こ2, 800円

7, 500円×2人-15, 000円

4, 600円

30, 100円
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国
民
健
康
保
険
脱
額
と

細
腕
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
は
､
加
入
者
の
保
険
税
と
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
合
わ
せ
て
､

医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
と
し
て
充
て
る
､
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
医
療

保
険
制
度
で
す
｡

今
年
も
本
算
定
に
よ
り
年
税
額
の
決
定
し
た
納
税
通
知
書
を
8
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
｡

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
期
限
内
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡



国民健康保険税の納期

第1期　　　　第　2　期　　　第　3　期　　　第4期　　　　第　5　期　　　第6期

平成17年 平成18年

4月30日　　　　6月30日　　　　8月31日　　　11月1日　　　12月27日　　　　2月28日

今回算定された年税額から､既に納付済みの第l期･第2期(暫定賦課)分を差引いた金額を第3期以降の

納期で納めていただくことになります｡

平成16年度国民儲康保険に関する数字

国民健康保険医療費の推移

7　　8　　9　10　11 12　13　14　15　16

止一般･退職~音大]　(年度)

国保世帯数　2,297世帯(年平均)

被保険者数　5,653人(年平均)

総医療費　929,688,708円(｣般･退職)

876.073,437円(老人)

1.805,762. 145円(国保計)

｣人当たり医療費

214,709円(｣般･退職)

662,187円(老人)

319,434円(国保計)

その他1億3, 777万円

(11%)　　　二¥~~~~　~

保険税
国庫支出金等　歳　入　　4億6.442万円､

6,f55o3%紺債272万円'39%' ,]

■

下露吾二二二重
(7%)

欝諾｡f藷島円7篭続
(21%)
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平
成
_
 
6
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
決
算
状
況
を
み
る
と
､
支
出
総
額
は
‖

億
5
-
-
6
4
万
円
で
､
内
訳
と
し
て
は

支
出
の
中
心
と
な
る
保
険
給
付
費
　
(
医
蕨

機
関
に
か
か
っ
た
際
に
支
払
う
費
用
※
老

人
保
健
対
象
者
分
を
除
く
)
　
が
7
億
5
･

o
7
5
万
円
で
全
体
の
6
5
%
､
老
人
保
健

拠
出
金
が
2
鰻
4
･
-
4
3
万
円
(
2
 
-
%
)
､

介
護
納
付
金
7
-
8
5
8
万
円
　
(
7
%
)

と
な
っ
て
い
ま
す
｡

(
歳
出
グ
ラ
フ
参
照
)

一
方
､
収
入
総
額
は
_
 
2
億
2
7
2
万
円

で
､
内
訳
に
つ
い
て
は
私
た
ち
　
(
国
民
健

康
保
険
加
入
者
)
　
が
納
め
る
保
険
税
が
4

億
6
･
4
4
2
万
円
で
収
入
額
全
体
の
3
9

%
､
国
庫
支
出
金
等
が
6
億
5
3
万
円
で

全
体
の
5
0
%
と
な
っ
て
お
り
､
と
も
に
国

民
健
康
保
険
運
営
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
､
私
た
ち
が
納
め
る
保
険

税
は
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
大
切
な
基

盤
で
あ
り
､
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
保
険

税
が
国
保
を
支
え
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
国

や
県
か
ら
の
負
担
金
と
あ
わ
せ
て
私
た
ち

の
健
康
な
暮
ら
し
を
守
る
貴
重
な
財
源
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

(
歳
入
グ
ラ
フ
参
照
)



各地区の区長さんから多くの要望や意見がありました
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平
成
1
 
7
年
度

▼

　

　

子

‥

告

白

｡

S

地
域
と
行
政
を
結
β
i
パ
イ
プ
役
-
.

地
域
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
伝
達
や
､
地
域
住
民
の

代
表
と
し
て
要
望
や
意
見
を
町
に
提
示
し
た
り
と
､
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
活
躍
さ

れ
る
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
､
了
月
1
0
日
　
(
日
)
　
平
成
_
了
年
度
区
長
会
議
及
び
区

長
会
総
会
が
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

区
長
会
議
で
は
､
役
場
か
ら
の
連
絡
事
項
に
続
き
区
長
さ
ん
か
ら
各
地
区
の
要
望
等
が

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
｡
区
長
会
議
終
了
後
に
は
区
長
会
総
会
が
行
わ
れ
､
区
長
会
長
に
選
任

さ
れ
た
秋
山
政
義
さ
ん
　
(
開
場
｢
)
　
の
進
行
に
よ
り
平
成
｢
7
年
度
の
事
業
計
画
､
予
算
を

含
む
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

地
域
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
区
長
の
皆
さ
ん
｢
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
｡

区
長
さ
ん
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て

○
共
同
利
用
施
設
の
浄
化
槽
改
修
に
つ
い
て
｡
(
田
川
地
区
)

○
通
学
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て
｡
(
竜
町
歩
地
区
)

○
浄
玄
橋
の
開
通
に
伴
い
交
通
量
が
多
く
ス
ピ
ー
ド
も
出
て
い
る
た
め
､
信
号
機
の
設

置
を
要
望
す
る
｡
(
浄
玄
地
区
)

○
小
林
町
歩
と
角
崎
町
歩
の
境
の
道
路
が
約
〇
5
0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
壊
れ
て
い
る

の
で
補
修
を
お
願
い
し
た
い
｡
(
小
林
町
歩
)

○
大
型
車
が
近
所
を
走
っ
て
い
る
が
通
行
禁
止
で
は
な
い
か
｡

道
路
が
壊
れ
た
場
合
は
直
し
て
く
れ
る
の
か
｡

幅
杭
が
片
方
抜
け
て
い
る
｡

4
ト
ン
車
の
規
制
は
ど
う
な
る
の
か
｡
(
内
野
地
区
)

○
区
長
の
仕
事
の
内
容
が
分
か
り
に
く
い
の
で
区
長
の
役
割
を
も
う
少
し
明
確
に
伝
え

て
ほ
し
い
｡

要
望
事
項
に
つ
い
て
､
各
課
に
出
す
の
か
総
務
課
に
一
括
し
て
出
し
て
い
い
の
か
｡

ま
た
､
電
話
か
文
書
か
な
ど
､
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
出
せ
ば
よ
い
か
明
確
に
し
て
ほ

し
い
こ
と
と
返
答
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
た
い
｡
(
下
金
江
津
地
区
)

○
役
場
前
の
自
転
車
置
場
の
改
修
に
つ
い
て
｡
(
開
場
地
区
)

※
各
医
長
さ
ん
方
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
に
つ
い
て
は
詳
細
を
確
認
の
う
え
適
切
に
対
応
し
ま
す
｡
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施設サービスの居住費と食費示
自己負担になります

施設に入居している人の居住費と食費は介護保険の給付対象となっていますが,在宅で介護サ-ビスを利用

している人の居住費や食費は自己負担となっています｡利用者負担の公平性を図るために施設給付が見直され､

居住費､食費が全額自己負担となります｡

居住費　施設の利用代(減価償却費)+電気へ　ガス,水道等の光熱水質に相当する費用

食　費　食材料費+調理コストに相当する費用　※栄養管理は保険給付対象

費　用　の

め　や　す

○介護老人福祉施設･介護老人保健施設･介護療養型医療施設の3施設における居住費

と食費

○短期入所生活介護･短期入所療養介護(ショ-トステイ)における居住費と食費

○適所介護(デイサ-ビス)と適所リハビリテ-ション(デイケア)における食費

○基準費用額:施設における居住費･食費の平均的な費用を勘案して定める額

○居住費:ユニット型個室6万円､ユニット型準個室および従来型個室5万円､

多床室1万円

○食　費.4.2万円

※利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが基準となる額が定められています｡

自己負担限度額が授けられます(特定入所者介護サービス費)
低所得の人の施設利用が困難とならないように､所得に応じた負担限度額(下表)までを自己負担し､

残りの差額分は介護保険から給付されます(適所サ-ビスの食費を除く)｡

申請が必要です

負担限度額(月額)

特定入所者介護サ-ビス費を受けるためには町に申請をして｢介護保険負担

限度額認定証｣を受ける必要があります｡

音臆

利　用　者　負　担　段　階

第1段階
住民税世帯非課税で老齢福祉年金の
受給者へ　生活保護の受給者

ユニット型　ユニット型準個室

個室　　および従来型個室
多床室

2.5万円　1.5万円　　　　0万円　　　1万円

｢住民税世帯非課税で合計所得金頚
第三㌢｣‡漱年金収入の合計額が80万円以25万円1 5万円1万円1 2万円

第3段階慨税世帯非課税で第2段階以外　5万円　4万円　1万円　2万円

利用者負担の変化(例)多床室を利用した場合(月額)

現　行

獲容器喜喜喜田
i】

平成1了年10月から

申子=臆l il三三二-i≡音三言

｢割負担　居住費　食　費　　　亘三｡音　l割負担　居住費　　食　費

寧上里旦｣ 2.5万円1.5万円　-　1万円　2.5万円1.5万円　0万円　｢万円

三豊　4万円25万円- ,5万円::諾霊胃:駕'器
詑索引 5.6万円　3　0万円　　-　　2.6万円　　8.了万円　2.9万円　　1万円　4.2万円

/i:戯かわZ;



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

優塵センター燈より
ー腹部超音波検診･夏にも注意!子どもの風邪-

◇◇◇　腹部超音波腕診のお知らせ　◇◇◇

腹部超音波検診は､肝臓･胆のう･胆管･膵臓･脾臓･腎臓に超音波をあてて､これらの臓器の異常を

早期に発見するために行うものです｡

午前　7 : 00-　7 . 3

10月21日(金)　　保健　セ　ン　タ　-
00--　9 : 3

00,-1 0 : 3

｢5名

15名

1 5名

1 5名

対　象　者:40歳から65歳(昭和15年4月1日一昭和40年3月31日生まれ)の方

※昨年受けた万､すでに医療機関で治療中､もしくは経過観察中の方はご遠慮ください｡

検診方法:腹部のエコ-です｡痛みはありません｡検査時間は〇人5分から10分程度です｡

自己負担金: 2,000円

申込方法:保健センタ-に電話で申し込んでください｡定員になり次第､締め切らせていただきます｡

◇◇◇　貢iこも注意!!子どもの同郡　◇◇◇

風邪の原因は､ほとんどがウイルスによるものです｡経口惑染(手から手へ､手からロへ)の感染が多

いので､予防は手洗いが有効です｡突然,高熱が出たり､のどが痛くなったりすることがあるので､お子

さんの様子が普段と違うようなときは､ます医師の診察をうけましょう｡

★代表的な｢夏風邪｣★

生後6か月から4 - 5才に多い｡水を詰った小さな赤い発疹が手のひらや足､

手　足　口　病　　口の中にできる｡痛みも渾あもない｡発疹､口内炎とも1週間程度で治る｡
発熱はしないことが多い｡

ヘルバンギ-ナ
突然高熱が出て(39度-40度の熱が1 - 3日続く)のどに水泡や潰瘍ができ､
とても痛がる｡水痘や潰瘍は1週間程度で治癒する｡

咽　頭　結　膜　炎　高熱､喉が腫れて痛む､結膜炎(白目やまぶたの裏が赤くなり目やにが出る)

(プ-ル熱)　　を起こす｡

★大切なのは家庭でのケア★

①安　　静川風邪のケアの原則です｡家の中で静かに過ごしましょう言千をかくと体力を消耗するので､

部屋を涼しくし､必要以上i三洋をかかない工夫をします｡

②水分補給･i･子どもは体重あたりIこ必要な水分量が大人の3倍です｡また､腎臓の機能も未熟なため

脱水症になりやすいのです｡水分や喉越しの良いものをこまめに補給してあiプましよう｡

全くロにできない時は､脱水症の心酉己があるので病院で点滴等による水分補給をする場合

もあります｡

臆
宏彫かわぢ
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今年4月に国の地域再生法が施行されたことに伴

い､河内町では同法に基づく地域再生計画の認定を

受け､東京･憲政記念館講堂で7月19日､認定書授

与式において小泉純-郎首相から野商町長に認定書

が交付されました｡

地域再生計画とは,地域再生のための基盤強化を

図るため自治体がアイデアを出し､国が交付金など

で支援する仕組みであり､河内町では｢太陽と水と

みどり｣豊かに美しく住むまち河内再生計画事業が

認定を受け､計画では,今年度から5年間に公共下

水道整備と合併浄化槽(個人設置型)の整備を進め

ていくことになります｡

茨城県内では.河内町を含め19市町村(道路関係

3市町､汚水処理16市町村)が認定されました｡

地域再生本部ホ-ムペ-ジ

h=I)://Ww. kantei. go. jp/jp/singl/白蘭saisei

/index. h山

｢もて帰し｣と｢しっ5い｣のIL蛇郎i`

-かわ弓子とも茶道教室開講一

日本の風土が育んできた｢もてなし｣と｢しっらい｣の

心を学ぼうと､昨年より開催している『子とも茶道教室』｡

今年は, 13名の小学生が参加し､中央公民館で計14回

の稽古を予定しています｡ 2回目の稽古では.ふくさの

さばき方を学びました｡茶道に興味をお持ちの方､ ｣緒

にお稽古してみませんか｡参加大歓迎です｡

問合せ先　講師　青野富美子　TEし86-3912

轄陽謎行から折りたたみイス蕾勝
一轄陽鈍行70周年記急事業-

7月20日､常陽銀行竜崎支店から『折りたたみイス50脚』

が町に寄贈されました｡

これは,常陽銀行70周年記念事業の｣環としての地域

貢献活動として行われたもので､竜崎支店　吉原支店長

から野高町長に目録が手渡されました｡

寄贈された『折りたたみイス』は,学校教育課をとお

して各小中学校で利用させていただきます｡

減l,諸;,#盤茅IE

I

五

山
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7月29日, ｢善行者感謝状贈呈式｣が役場会議室

で行われ,多年にわたる奉仕活動や､町立保育所の

環境整備にご協力をいただいた個人5名及び団体に､

野高町長から感謝状が贈られました｡

贈呈された方々は､次のとおりです｡

※敬称略

日頃の貢献iこ対し
感謝状を膳圭

一善行者感謝状隣室式-

･小　林　豊　吉

雑巾600枚を町内の小学校へ寄贈
･高　松　勝　子

多年にわたり､源清田農村公園内のトイレ清掃

をされている
･大　竹　幸　男,　高　橋　正　己

･柳　菜　明　久(シンヤ産業㈱有志)

･新橋･古通･古河林地区　有志

※その他多くの皆様にご協力いただきました｡

源清田保育所の環境整備(砂場作り)

各大会.勝刺を目指して!
-スポーツの結果-

第7回河内町綱引き大会

開催日　7月10日(日)

会　場　農業者トレ-二ングセンタ-

優　勝　男子　第3分館　　女子　第3分館

準優勝　　　　第7分館　　　　　第2分館

第3位　　　　第1分館　　　　　第6分館

臆

｣　二二二
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第10回河内町民バレ-ボ-ル大会

開催日　7月24日(日)

会　場　農業者トレ-ニングセンタ-

優　勝　オ-ルドパーバ-ズ

準優勝　チ-ム☆岡部Chan

第3位　エッジ



◇町　県　民　税　2期◇

◇国民健康保険税3期◇

◇介護保険料　3期◇

徴収日は8月31日です

蕾魯◎ぎ蕾陶
(敬群峰)

郡社協　　　55,404円

金江津中学校平成16年度

3学年-同　21,654円

篠塚　かね　20,000円

福祉まつり模擬店

16,294円

趣味クラブ12,800円

園芸クラブ10,000円

一　社会福祉協議会へ

皆様からお預かりした寄附金
等は,趣旨に添って大切に使
わせていただきます｡

ありがとうございました｡

広~細かめぢ
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て

い
ま
す
｡

○
動
物
を
飼
う
と
き
は
､
習
性
を

良
く
理
解
し
､
終
生
責
任
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
｡

〇
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た

豊
か
な
環
境
作
り
に
心
か
け
ま
し
ょ

う
｡○

動
物
を
い
た
わ
り
､
小
さ
な
命

を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
｡

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に
治
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
｡

詳
し
く
ほ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

､
‖
対
象
と
な
る
治
療

対
外
受
滞
､
顕
微
受
精
､
配
偶

子
卵
管
内
移
植
　
(
や
む
を
得
ず
治

療
を
中
断
し
た
場
合
及
び
凍
結
胚

の
移
植
も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま

す
｡
)

↓
ノ
助
成
内
容

一
年
度
あ
た
り
_
 
0
万
円
を
限
度

に
通
算
2
年
間
助
成
し
ま
す
｡

/
/
対
象
者

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
｡

0
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご

夫
婦
で
､
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ

か
一
方
が
県
内
に
住
所
が
あ
る
｡

㊤
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
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いなしき青年の家は､豊かな自然を利用した野外活動と､

隣接する稲敷市桜川総合運動公園の施設を利用したスポ-

ツ活動が特色で､学校の宿泊学習･子ども会の研修･スポ-

ツ団体の合宿など広くご利用いただいております｡

※各種団体のご利用"お問合せをお待ち申し上げます｡

申込･問合せ先

〒300-0634

弼敷市柏木4-1

(旧桜川村)

稲敷地方広域市町村圏事務

組合立いなしき青年の豪
藍藷-霧

l　ヽ　　　-~i'"~~　　~　~　~ .一

曲二-富器:器需

広一轍かわぢ
P/|f/ 74/-.8ノI (la｣37/

計
額
が
6
5
0
万
円
未
満
で
あ
る
｡

㊤
茨
城
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

に
お
い
て
実
施
し
た
治
療
で
あ
る
｡

¥
申
請
に
必
要
な
書
類

0
茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
交

付
申
請
署

⇔
茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書

㊤
医
療
機
関
の
発
行
の
領
収
書

⑪
住
民
票

㊧
夫
及
び
要
の
所
得
証
明
書

※
〇
､
〇
の
用
紙
は
保
健
所
に
あ

り
ま
す
｡
⑲
､
㊧
は
お
住
ま
い
の

市
町
村
窓
口
に
な
り
ま
す
｡

※
助
成
要
件
を
確
認
す
る
た
め
､

戸
籍
謄
本
や
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
等
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
､
ご
確
認

く
だ
さ
い
｡

)
聞
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

龍
ヶ
崎
市
2
9
8
3
-
1

Ⅲ
6
2
-
2
-
7
2

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
｢
恩
給
･
共
済

年
金
担
保
貸
付
｣
｢
新
創
業
融
資
制
度
｣

○
恩
給
･
共
済
年
金
担
保
貸
付

お
使
い
み
ち
‥
住
宅
､
教
育
､
レ

ジ
ャ
-
等
の
消
費
資
金
及
び
事
業

資
金
な
ど
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
｡

ご
融
資
額
‥
2
5
0
万
円
以
内

(
但
し
､
恩
給
や
共
済
年
金
等
の

3
年
以
内
)

利

　

率

‥

年

o

･

粥

%

(
7
月
1
 
3
日
現
在
)

○
新
創
業
融
資
制
度
　
(
無
担
保
･

無
保
証
人
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

制
度
)新

た
に
開
業
さ
れ
る
方
ま
た
は

開
業
後
税
務
申
告
を
2
期
終
え
て

お
ら
れ
な
い
方

ご
融
資
額
‥
7
5
0
万
円
以
内

ご
融
資
期
間
‥
運
転
資
金
5
年
以

内
　
(
据
置
期
間
6
ヶ
月
以
内
)
　
/

設
備
資
金
7
年
以
内
　
(
据
置
期
間

6
ヶ
月
以
内
)

利
　
率
‥
年
-
･
4
5
%
十
年
1
･

2
%
-
　
　
(
7
月
_
 
3
日
現
在
)

税
務
申
告
を
終
え
て
お
ら
れ
な

い
方
は
､
開
業
資
金
の
2
分
の
1

以
上
の
自
己
資
金
を
確
認
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
す
｡

新
規
開
業
融
資
の
各
制
度
を
無

担
保
･
無
保
証
人
で
ご
利
用
い
た

だ
く
制
度
で
す
｡

そ
の
他
　
｢
教
育
ロ
ー
ン
｣
　
な
ど

の
融
資
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
｡

¥
問
合
せ
先

〒

3

0

0

-

0

0

4

3

土
浦
市
中
央
1
-
1
-
2
6

国
民
生
活
金
融
公
庫
土
浦
支
店

二
二
一
)
.
¥
三
一
一
一
二
/
へ
ぎ
一
一
/
i
つ
き
.
≡

募
集

青
年
海
外
協
力
隊
･
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
､
開

発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
､

協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く
海
外

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
｡
ま
た
､

今
回
の
秋
募
集
に
お
い
て
は
日
系

社
会
青
年
-
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
し
ま
す
｡

¥
募
集
期
間

_
o
月
_
0
日
-
‖
月
_
6
日

へ
募
集
費
格

青
　
年
　
満
2
0
歳
-
3
9
歳

シ
ニ
ア
　
満
4
0
歳
-
o
O
歳

∴
応
募
方
法

所
定
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
､
I
-
C
A
青
年
海
外
協
力

隊
本
部
ま
で
｡

※
ホ
-
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
応
募

す
る
こ
と
も
可
能

一
二
三
¥
¥
套
一
一
.
二
(
･
(
l
.
雲
)
二
〇
)

/
問
合
せ
先
　
I
-
C
A
筑
波

皿

o

2

9

-

8

3

8

-

1

1

1

1

午
前
9
時
3
0
分
-

午
後
5
時
o
O
分

(
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
)

N
H
K
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
生
募
集

N
H
K
学
園
で
は
趣
味
･
教
養

か
ら
語
学
､
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
講
座
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
｡
通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ
ぺ
-

ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
｡
ま

ず
は
､
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
｡

¥
講
　
座
　
俳
句
､
短
歌
､
川
柳
､

書
道
､
ペ
ン
字
､
絵
画
､
手
芸
､

英
語
､
ハ
ン
グ
ル
､
中
国
語
､
資

格
､
福
祉
資
格
､
教
養
な
ど



定例相談
心配ごと相談
日　　時　9月1日(木)

9月15日(木)

場　　所　公民館第2分館

午前10時一正午

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時一5時

場　　所　公民館第3分館(西共同利用施設)

問合せ先　曾84-4888(囲兼用)

成田空港に関する相談
日　　時　日一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長等1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

交通事故発生状況
町内の交通事故7月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　4件(±0) (46)

死者数　　　　　　〇人(±0) ( 1)

負傷者数　　　　　　9人(十9) (72)

竜ヶ崎警察署調べ

戸籍の窓(7月)
おめでた

おくやみ

転　　入

転　　出

町の人口と世帯
平成17年8月1日現在

人　口　11,394人(±0)

男　　　5,646人(±0)

女　　　5,了48人(±0)

世帯数　　3,396戸(-1)

壷申す~ ~

丁_i Lガ七二藍

曾84-2111学校教育課　　曾84-3322

役　場

圃84-4357　生濫軍営課(中央公民勘　884-2843

水道課　　　　曾84-2361給食センタ-　曾84-2845

つつみ会館　　宙86-3了40　福祉センター　曾84-3699

保健センタ-　B84-4486　防災かわち偽善案的　884-2212

//l|陣母上引≡｣LilL｣_貴_I _葛丁二五二二型｣ _臆

ゆはらクリニック八代内科医院　竜ヶ崎医院

曾029-894-2002　8 64置1710　　　　8 62-0550

坂本耳鼻咽喉科医院三石内科クリニック秋本脳神経外科

曾029-892-262了　曾62-2234　　　　曾64-3311

江戸崎病院　　　山本医院

曾029-894-2611宙66-3348

角崎クリニック　横田医院

曾029了-87-6030　曾62-0047

矢野整形外科医院吉澤胃腸科医院

曾029-892-2127　宙66-0977

和田医院　　　　福岡小児科医院

曾029-894-2412　曾66-3245

いがらしクリニック

曾62-0936

菊地整形外科
曾64-6111

斎藤クリニック

曾64-3527

みや帥夕闇離州クリニック

曾62-3761

I ig-���8��?��?��8+Y?��4p
A地区13,27　C地区　6･20　A地区　　　　C地区

B地区!g."D地区8.22B地区10 D地区　24

l燃えるごみ五三百~丁~諌言み毒重工
全地区　毎週月,水,金曜日　　　8月中の予約う9月3日

圏閏圏寓翻 ごみを投棄すると.処罰されます

『みんなの町､みんなできれいに』

､問合せ先　　都市計画課環境衛生係密内線155･ 156

情理戸　別l同順三川

川　　口　五I F

三川1旧招　　¥ /I.,.　　=　　(　=

､　　　､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音､　　音
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